
【がん患者サロン】
日時／７月22日(月)　午後２時〜４時　
場所／２号館１階　医療連携福祉相談室
費用／300円　※飲み物代として当日集めます。
【乳がん患者サロン】
日時／７月18日(木)　午後２時〜４時
場所／ ２号館２階　乳腺センター会議室
費用／無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
　 附属看護専門学校オープンキャンパス2019

　学校の概要説明や入試情報に加えて、模擬授業や在校
生との交流など、さまざまな企画を予定しています。
開催日／７月20日(土)、８月24日(土)
受付時間／午前９時〜正午　※事前予約不要　

 
　 夏休みは高校生向けに職場体験を開催

　今年も地元高校生を対象に、職業体験プログラムを開
催します。夏休み中は多くの生徒が当院を訪れますので、
皆さんの理解と協力を願います。職場体験の募集は終了
しています。

 
　 活用してください「がん相談支援センター」

　当院は「地域がん診療連携拠点病院」に指定されてい
て、がんに関する相談窓口を設けています。患者と家族
の不安や心配に対し、社会福祉士と看護師が無料で相談
を受けています。当院を受診していない人でも利用でき
ますので、一人で悩まず気軽に相談してください。
　がん治療と仕事の両立についても支援していますの
で、仕事を辞める前に相談してください。
相談場所／２号館１階　医療連携福祉相談室
体験を語り合うサロンも開催
　がんを治療中の人やその家族、がんを体験した人を対
象に「がん患者サロン」「乳がん患者サロン」を毎月開催し
ています。体験や思いを語り合う場として活用してくだ
さい。

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　１歳前後の離乳後期から、しきりに食べ物に手を伸
ばし、手づかみで食べる姿が見られるようになります。
食べ物を目で確かめ、手でつかみ、口まで運び入れる
という、目と手と口の協調運動です。手づかみ食べを
十分に経験させることが、スプーンやフォークなどの
上達への近道だといわれています。
手づかみ食べのポイント
　手づかみをしやすいよう、ご飯をおにぎりにした
り、煮た野菜をスティック状に切ったり、前歯を使っ
てかじり取れるメニューにします。周りが汚れてもい
いようにエプロンを付けたり、床に新聞紙やシートを
敷いたりするなど、後片付けしやすいように準備をし
ましょう。全てのメニューを手づかみにする必要はな
く、１食の中で１、２品用意できるといいです。
手づかみ食べしやすい食品
野菜／ニンジン、ダイコン、ジャガイモ、カボチャな
どを軟らかく煮てスティック状にしたもの

果物／スティック状のバナナ、リンゴのスライスなど
そのほか／卵焼き、赤ちゃんせんべいなど
スプーンや箸は急がずに
　食具を使うには、手の複雑な動きが必要です。早く
から使わせようとすると、手指の機能が十分発達して
いないため、正しい使い方ができないまま、その癖が
大きくなっても残ってしまうことがあります。
　子どもの食べる意欲を育てるには、食事の時間に空
腹を感じていることが大切です。おやつは時間と量を
決め、適度に体を動かし、規則正しい生活リズムを保
ちましょう。離乳食や子どもの食事で困ったら飯岡保
健センター（☎57-3113）で相談できます。

【健康管理課管理栄養士】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス
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たくさん経験したい
１歳ごろの手づかみ食べ
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